




















































































































































































































































に関する件であり，名誉の感覚は，“implying a vivid consciousness of personal dignity and worth, 







































































































あれ，そしてもろもろの他人を人格として尊重せよ」（“sei eine Person und respektiere die anderen 
































































































































































































































のタイトルであり，それぞれ，“The Dignity of the Nation”・“The Dignity of a Woman”と，「品格」
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































［付記］  本稿は，国際法哲学社会哲学連合（IVR）第 29回世界大会（於：スイス連邦共和国・ルツェ
ルン）の中で開催された Special Workshop 43 “Menschenwürde ohne Metaphysik”（形而
上学なき人間の尊厳）において，2019年 7月 11日に “Was lehrt uns das Scheitern der 
Verwurzelung des Begriffs der „Menschenwürde” in Japan?” との題目で行った口頭報告を
基礎として，大幅に手を加えたものである。
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第 2次世界大戦時・戦後直後の日本における「尊厳」概念に関する覚書84
On the Concept of “Dignity” during and right 
after World War II in Japan: A Memorandum
Hiroshi HATTORI
要　　旨
　近年，法律において，また日々のニュースでも，「〇〇の尊厳」という形で，「尊厳」という語を見
聞きする機会が確かに増えてはいる。しかし，少なくとも日本の法律（学）において「人間の尊厳」
が何であるのかについては，なおも明白とはいえない。本稿では，「尊厳」概念自体に関して，西洋
語（“dignity”）との関連と日本語の「尊厳」の概念史的系譜を意識しながら，第２次世界大戦時・戦
後直後（から今日に至るまで）の諸議論につき，「尊厳」という用語に固執して検討を行う。具体的
には，まず，新渡戸稲造『武士道』を dignity（－尊厳概念）の観点から見直し，水戸学，大正期に
おける西洋からの「人間の尊厳」概念の採り入れの一コマ（と「國體の尊嚴」との緊張関係），次に
戦後においては日本国憲法制定前後（における「國體」の尊厳）をめぐる議論に一瞥してから，さら
には現代における「品格」本ブームと「尊厳」との（無）関係，また日本法における「尊厳」概念の
少なさやその実効性如何につき，いじめ，高齢化社会，相模原事件などに触れその空転状況を見た後
に，現代日本において「人間の尊厳」概念を根付かせるために必要な下作業として，「尊厳」の担い
手や，戦時期の抵抗運動における「人間の尊厳」概念の不現出を指摘する。
